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☆
次
世
代
へ
の
社
会
づ
く
り 

●
平
成
29
年
12
月
議
会 

＊
一
般
質
問 

一
、
蒲
郡
教
育
白
書
に
つ
い
て 

問 

自
然
災
害
時
の
学
校
の
対

応
は
い
か
が
か 

答 

地
域
の
実
情
に
応
じ
「
学

校
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
作

成
さ
れ
、
登
下
校
時
、
在
校

時
な
ど
具
体
的
な
対
応
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
訓
練
、

指
導
、
保
護
者
へ
の
情
報
提

供
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

問 

不
審
者
対
策
は
い
か
が
か 

答 

学
級
指
導
、
全
体
指
導
で

自
分
の
身
を
守
る
こ
と
を
教

え
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
の
一

斉
配
信
で
保
護
者
、
地
域
へ

情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。 

問 

交
通
安
全
は
ど
の
よ
う
か 

答 

登
下
校
中
の
事
故
は
４
件

で
す
。
自
転
車
マ
ナ
ー
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
安

全
意
識
の
向
上
を
は
か
っ
て

い
ま
す
。
歩
車
分
離
式
信
号

機
は
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。

ハ
ー
ド
面
の
改
善
は
「
蒲
郡

市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
か
ら
関
係
機
関
と
連

携
し
て
い
ま
す
。 

問 

い
じ
め
と
相
談
対
策
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か 

答 

い
じ
め
の
認
知
件
数
は
小

学
91
件
、
解
消
率
86
％
、
中

学
62
件
、
解
消
率
89
％
。
子

ど
も
へ
の
教
育
相
談
、
い
じ

め
や
悩
み
の
調
査
も
行
っ
て

い
ま
す
。
養
護
教
員
は
も
ち

ろ
ん
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
心
の
相
談
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。 

問 

生
活
指
導
の
成
果
を
伺
う 

答 

白
書
の
調
査
で
は
子
ど
も

の
自
己
肯
定
感
が
少
し
ず
つ

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
学
習
調

査
で
は
「
自
分
に
良
い
と
こ

ろ
が
あ
る
か
」
と
の
問
い
に

小
学
77
％
、
中
学
74
％
が
あ

る
と
答
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
全
国
平
均
よ
り
上
で
す
。 

問 

ス
マ
ホ
な
ど
情
報
端
末
の

考
え
方
は
い
か
が
か 

答 

上
手
に
付
き
合
う
方
法
を

学
び
、
活
用
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
ま
す
。
子
ど
も
だ

け
で
な
く
、
教
職
員
、
保
護

者
を
対
象
に
し
た
学
び
の
場

も
設
定
し
て
い
ま
す
。 

問 

一
学
級
の
人
数
を
白
書
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
子
ど
も
、

教
職
員
、
保
護
者
と
も
に
現

状
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
教

育
委
員
会
は
そ
の
効
果
を
ど

う
考
え
る
か 

答 

本
市
で
は
35
人
以
下
学
級

を
行
う
た
め
、
市
費
負
担
で

14
人
の
教
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
30
人
以
下
学
級
は
小

学
で
90
％
、
中
学
で
49
％
で

す
。
き
め
細
か
な
指
導
、
支

援
が
実
現
し
て
い
ま
す
。 

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
、
遊
具
設
置

や
ト
イ
レ
の
様
式
化
は
ど
う

か 

答 

現
在
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進

計
画
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

遊
具
は
５
年
計
画
を
立
て
、

今
年
は
竹
島
、
蒲
北
、
中
央
、

形
北
に
設
置
し
ま
し
た
。
ト

イ
レ
の
様
式
化
も
順
次
進
め

て
い
ま
す
。 

問 

外
部
コ
ー
チ
を
導
入
す
る

部
活
動
な
ど
教
員
の
多
忙
化

解
消
に
つ
い
て
伺
う 

答 

部
活
動
の
教
育
的
意
義
は

高
い
と
考
え
ま
す
が
教
員
の

多
忙
化
の
一
因
で
も
あ
り
、

地
域
や
家
庭
と
問
題
を
共
有

し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま

す
。
多
忙
化
解
消
に
は
業
務

の
見
直
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

や
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導



新実祥悟のマイ・レボリューション 第 43 号 

- 2 - 

 

入
な
ど
多
角
的
に
取
り
組
み

ま
す
。 

問 
保
健
業
務
充
実
へ
の
取
り

組
み
は
い
か
が
か 

答 

養
護
教
諭
は
子
ど
も
の
心

身
の
健
康
対
応
で
不
在
に
は

で
き
な
い
状
況
で
、
優
先
事

項
だ
と
考
え
ま
す
。
養
護
教

諭
支
援
員
の
配
置
を
検
討
し

て
い
ま
す
。 

 

＊
子
ど
も
た
ち
の
活
躍 

①
名
鉄
電
車
存
続
応
援 

 

11
月
12
日
、
廃
止
が
心
配
さ

れ
て
い
る
名
鉄
蒲
郡
線
を
応
援

す
る
た
め
蒲
郡
や
西
尾
の
中
高

生
が
意
見
発
表
を
し
ま
し
た
。 

 

利
用
者
に
は
特
典
を
付
与
す

る
な
ど
政
策
的
な
意
見
や
、
通

学
が
困
難
に
な
る
な
ど
直
接
的

な
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

一
度
消
滅
す
れ
ば
、
次
の
世

代
で
の
回
復
は
困
難
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
世
代
の
責
任
と
し

て
存
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

 

乗
っ
て
残
そ
う
名
鉄
蒲
郡
線 

 

②
小
中
学
校
音
楽
祭 

 

11
月
18
日
、
市
内
７
中
学
校

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
へ
て
代

表
７
ク
ラ
ス
と
13
小
学
校
の
代

表
７
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

中
学
校
で
は
各
ク
ラ
ス
と
も

自
分
た
ち
で
混
成
三
部
合
唱
を

仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
歌
声
は

も
ち
ろ
ん
指
揮
者
の
表
現
力
や

伴
奏
者
に
よ
る
下
支
え
も
注
目

さ
れ
ま
す
。 

 

授
業
の
合
間
に
ク
ラ
ス
全
員

で
作
り
上
げ
て
い
く
さ
ま
は
感

動
も
の
で
す
。
私
た
ち
大
人
が

学
ば
さ
れ
ま
す
。 

 

 

③
災
害
避
難
訓
練 

 

 

11
月
19
日
、
今
回
で
３
回
目

と
な
る
拾
石
町
地
区
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

避
難
先
は
愛
知
工
科
大
学
で

す
。
避
難
者
名
簿
の
管
理
や
避

難
所
生
活
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

重
要
な
こ
と
は
自
分
た
ち
で

避
難
経
路
を
設
定
し
、
そ
こ
を

歩
く
こ
と
で
問
題
点
を
あ
ぶ
り
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出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
例
年
、
小
中
学
生
の
参
加
が

あ
る
こ
と
で
す
。 

 

現
実
に
即
し
た
訓
練
が
で
き

て
い
る
と
、
高
く
評
価
し
ま
す
。 

 

④
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト 

 

 

国
際
交
流
協
会
の
多
文
化
共

生
部
会
は
毎
年
外
国
人
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

11
月
19
日
に
は
８
回
目
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
中
学
生

で
13
名
、
高
校
生
以
上
で
３
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

蒲
郡
の
外
国
人
登
録
者
数
は

約
２
７
０
０
名
で
す
。
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
以
前
よ
り
２
０
０

名
ほ
ど
増
え
ま
し
た
。 

 

日
本
人
も
外
国
人
も
互
い
の

文
化
を
認
め
合
い
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
積
極
的
に
融
和
を
図
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
ま
す
。 

 

彼
ら
に
地
域
活
動
へ
の
参
加

を
お
願
い
す
る
と
同
時
に
、
情

報
提
供
に
も
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

 

平
成
27
年
に
は
市
役
所
に
外

国
人
相
談
窓
口
が
設
置
さ
れ
、

本
年
29
年
に
は
塩
津
中
学
校
に

就
学
前
ク
ラ
ス(

プ
レ
ス
ク
ー

ル)

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 

 

外
国
人
の
人
口
比
重
が
高
ま

る
こ
と
と
日
本
人
の
高
齢
化
が

進
む
こ
と
で
、
国
際
交
流
協
会

の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 
 

＊
出
来
事 

①
２
４
７
バ
イ
パ
ス
開
通 

 

 

11
月
25
日
、
国
道
２
４
７
号

バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
ま
し

た
。 西

浦
、
形
原
、
塩
津
方
面
か

ら
蒲
郡
市
街
を
通
ら
ず
直
接
、

市
民
病
院
や
ラ
グ
ー
ナ
テ
ン
ボ

ス
、
豊
橋
に
向
か
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

こ
の
道
路
は
昭
和
36
年
に
計

画
決
定
さ
れ
て
か
ら
56
年
を
経

て
つ
い
に
全
線
開
通
に
至
り
ま

し
た
。 

計
画
で
は
全
線
４
車
線
と
な

っ
て
お
り
、
次
は
鹿
島
区
域
の

４
車
線
化
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

②
23
号
国
坂
ト
ン
ネ
ル
貫
通 

 

11
月
25
日
、
国
道
23
号
バ
イ

パ
ス
国
坂
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
名
古
屋
か
ら
豊
橋
、

浜
松
へ
向
か
う
道
路
で
す
。
一

日
も
早
い
全
線
開
通
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
が
豊
川
区
間
が
残
さ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

国
土
交
通
省
に
よ
り
平
成
19
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年
に
蒲
郡
・
豊
川
区
間
が
事
業

化
さ
れ
た
際
に
は
、
供
用
開
始

は
約
10
年
後
と
の
希
望
的
観
測

が
あ
り
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
そ
の
時
期
を
越
え
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。 

 

 

＊
12
月
議
案 

・
み
ど
り
保
育
園
の
園
舎
と
工

作
物
、
立
木
を
豊
橋
市
の
宝

光
福
祉
会
へ
無
償
譲
渡
す
る 

・
鹿
島
こ
ど
も
園
の
園
舎
と
工

作
物
、
立
木
を
豊
橋
市
の
明

睦
学
園
に
無
償
譲
渡
す
る 

 

＊
12
月
補
正
予
算 

92
億
５
，
６
１
０
万
円
増
額 

（
支
出
ベ
ー
ス
） 

・
ふ
る
さ
と
蒲
郡
応
援
寄
付
金 

 

２
億
円
を
４
億
円
の
予
想
に 

・
教
育
費
追
加 

就
学
援
助 

９
５
５
万
３
千
円 

（
計
31
億
４
，
８
８
８
万
３
千
円
） 

・
た
け
し
ま
薪
能
事
業 

２
５
０
万
円 

・
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業 

売
上
予
想
７
２
５
億
円
を 

８
２
５
億
円
に
増
額 

 

蒲郡、豊川両市長の貫通会見 


